
事業中評価チェックリスト 

    番号 24 
 

事業名 農地整備事業 
路線･河川 

・地区等名 
常
じょう

万
まん

１期
１ き

 施行場所 東田川郡
ひがしたがわぐん

庄内町
しょうないまち

常
じょう

万
まん

 

評価該当 

基準 

事業採択後 10 年間を経過した時点で継続中の事業 

（山形県農林水産部公共事業評価実施要領 4（1）-イ（イ）） 
実施主体 山形県 

採択 
年度 

事業期間 全体事業費（進捗度％） 事業延長等 
（供用延長等） 

区画整理工 A=110.7ｈａ 
（区画整理工 A=110.7ｈａ） 当初 前回 今回 当初 今回 

Ｈ２８ 

10 年 － 11 年 22.1 億円 
 

34.0 億円 (88.4%） 
事業概要 
（主要工事 

内容） 

整地工   A=110.7ha 
道路工   L=13.8km 
用水路工 L=19.6km 
排水路工 L=14.6km 
地下かんがい工 A=110.2ha 

 

（目標年度） 前回 
 

工事費 30.0 億円 (87%） 

(Ｒ７) （－） (Ｒ８) － 
用地・補償費 0.5 億円 (100%） 

 測試費等 3.5 億円 (99%） 
 

事業の目的（地域性・特質性） 
・本地区は、庄内町の中央部に位置し、一級河川最上川左岸に展開する水田地帯である。 
・生産基盤の状況は、20ａ程度の小区画水田、農道幅は２～３ｍと狭く、用排水路は土水路であることから、農業機械の大
型化への対応の遅れ及び用排水路の維持管理に多大な労力を費やしている。 
・農地の区画拡大や道路、用排水路の整備を行うことにより、生産基盤の条件を整え、農地の集積・集約化を促進し、農業
の担い手の育成と、効率的かつ安定的な農業経営の確立を図る。 

事業の実施状況 

・令和６年度まで事業費 88.4％を実施済み。 
・区画整理工のうち地下かんがい工を除く工事はほぼ完了している。 

上位計画、その他事業との関係（各上位計画で定めている項目を表すコード） 
・第４次山形県総合発展計画(R7～R11) →  （政策の柱２）競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化 

 （政策１）やまがたの農業を支える人材の育成と基盤形成 
 （３）生産・経営基盤の整備 

今後の事業の見通し 
・令和７年度：地下かんがい工 A=8.7ha、用水路工 １式 
・令和８年度：地下かんがい工 A=43.1ha 

事業を巡る社会経済情勢等の変化 
① 国、県の政策や 

計画の転換等 
令和６年６月改正「食料・農業・農村基本法」で、人口減少下における農業生産の方向性として、農
地集積・集約化や、農業生産基盤の整備が位置付けられ、本事業の必要性に変化はない。 

② 財政状況の変化 
 

「総合的な TPP 等関連政策大綱」により、農地の大区画化、汎用化を推進するため、財政上の措置
及び地方債への配慮がなされている。 

③ 事業実施地域の 
周辺環境の変化 

周辺環境に大きな変化はない。 

④ 地元の協力体制の
変化 

本地区は最上川土地改良区の維持管理区域であり、継続して維持管理を行う。 
協力体制に変化はない。 

⑤ 利用者見込み者数
の大幅な変化 

特になし 

⑥ 代替方策による 
必要性の変化 

特になし 

⑦ その他 
 

特になし 

事業の投資効果 

 

（凡例）● 貨幣換算し、費用便益分析における便益（B）に計上している事業効果 

○ 貨幣換算する手法が確立されていないものの、事業により得られる効果の例 

投資効果 
●ほ場区画の拡大により作業効率が向上し、営農経費が軽減される。 
●農地の排水対策などにより作物の単収増や品質向上が図られ、生産額が増加する。 

B/C B/Cの代表的な分析指標 

社会的割引率 当初 前回 今回 
総便益の現在価値 (B) 63.5 億円 

4% 1.16 － 1.16 

2%（参考値） － － － 
総費用（事業費＋維持管理費）の現在価値 (C) 54.6 億円 

1%（参考値） － － － 

●コスト縮減・○代替案等の可能性 

●整地工において、隣接する国道４７号の改良工事等で発生した残土を基盤盛土材として有効利用し、コスト縮減を図った。 
○事業の目的を達成するには、区画整理工以外の工法はなく、当該農地整備事業以外の代替案はない。 

当初又は前回評価時より事業費・事業期間が増減する理由（計画どおりの場合は空欄） 
・整地工の軟弱地盤対策等により、事業費が増額となった。 
・ＪＲ横断の用水路工事において、既設用水管の中を通す計画であったが、管内に突起物が見つかったことにより、設計の

見直しと再協議に不測の日数を要したことから、事業期間を延長して実施したい。 
 

評価区分 A 
評価の 
理由 

事業の重要性、地域の要望・協力等を総合的に判断し、継続が妥当と判断した。 
 

Ｒ7 更新版 

24



【農地整備事業】 常万１期地区
じ ょ う ま ん
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現況写真

【農地整備事業】 常万１期地区 事業の実施状況
じ ょ う ま ん
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【農地整備事業】 常万１期地区 今後の事業の見通し
標 準 区 割 図
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【農地整備事業】 常万１期地区 事業の効果
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【農地整備事業】 常万１期地区 事業費が増となる理由
じ ょ う ま ん
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【農地整備事業】 常万１期地区 目標年度より延長となる理由
じ ょ う ま ん

●ＪＲ横断の用水路工事において、既設の用水管の中に新たな
用水管を通す計画であるが、管内に突起物が見つかったこと
により、設計の見直しと再協議期間が必要となった。
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当初計画と変更後の工程の対比

【農地整備事業】 常万１期地区 目標年度より延長となる理由
じ ょ う ま ん
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事業中評価チェックリスト 

    番号 25 
 

事業名 農地整備事業 
路線･河川 

・地区等名 
大塚
おおつか

西部
せ い ぶ

1
１

期
き

 施行場所 東置賜郡
ひがしおきたまぐん

川西町
かわ にし まち

大字
おおあざ

西
に し

大塚
おおつか

 

評価該当 

基準 

事業採択後 10 年間を経過した時点で継続中の事業 

（山形県農林水産部公共事業評価実施要領 4（1）-イ（イ）） 
実施主体 山形県 

採択 
年度 

事業期間 全体事業費（進捗度％） 事業延長等 
（供用延長等） 

区画整理工 A=157.9ha 
（区画整理工 A=157.9ha） 当初 前回 今回 当初 今回 

H２８ 

10 年 － 11 年 24.9 億円 
 

41.0 億円 (83.1%） 
事業概要 
（主要工事 

内容） 

整地工    A=157.9ha 
道路工    L=22.4km 
用水路工   L=16.8km 
排水路工   L=19.6km 
地下かんがい工 A=153.5ha 

 

（目標年度） 前回 
 

工事費 37.5 億円 (82%） 

(R７年) ( ― ) (R８年) － 
用地・補償費 億円 ( %） 

 測試費等 3.5 億円 (99%） 
 

事業の目的（地域性・特質性） 
・本地区は、川西町の北部に位置し、一級河川元宿川の左岸に展開する水田地帯である。 
・生産基盤の状況は、20ａ程度の小区画水田、農道幅は約２ｍと狭く、用排水路は土水路であることから、農業機械の大型
化への対応の遅れ及び用排水路の維持管理に多大な労力を費やしている。 
・農地の区画拡大や道路、用排水路の整備を行うことにより、生産基盤の条件を整え、農地の集積・集約化を促進し、農業
の担い手の育成と、効率的かつ安定的な農業経営の確立を図る。 

事業の実施状況 
・令和６年度まで事業費の 83.1％を実施済み。 
・区画整理工のうち地下かんがい工を除く工事はほぼ完了している。 

上位計画、その他事業との関係（各上位計画で定めている項目を表すコード） 
・第４次山形県総合発展計画（R7～R11）→（政策の柱２）競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化 
                           （政策１）やまがたの農業を支える人材の育成と基盤形成 
                           （３）生産・経営基盤の整備 

今後の事業の見通し 
・令和７年度：地下かんがい工 A= 39.0ｈａ  補完工事 N=１式 
・令和８年度：地下かんがい工 Ａ= 63.4ｈａ 

事業を巡る社会経済情勢等の変化 
① 国、県の政策や 

計画の転換等 
令和６年６月改正「食料・農業・農村基本法」で、人口減少下における農業生産の方向性として、農
地集積・集約化や、農業生産基盤の整備が位置付けられ、本事業の必要性に変更はない。 

② 財政状況の変化 
 

「総合的な TPP 等関連政策大綱」により、農地の大区画化、汎用化を推進するため、財政上の措置
及び地方債への配慮がなされている。 

③ 事業実施地域の 
周辺環境の変化 

令和６年３月に地区内を一部横断する国道 113 号梨郷道路が開通したが、事業計画時より想定して
いたため、周辺環境に大きな変化は見られない。 

④ 地元の協力体制の
変化 

本地区は白川土地改良区の維持管理区域内であり、継続して維持管理を行う。 
協力体制に変化はない。 

⑤ 利用者見込み者数
の大幅な変化 

特になし 

⑥ 代替方策による 
   必要性の変化 

特になし 

⑦ その他 
特になし 

事業の投資効果 

 

（凡例）● 貨幣換算し、費用便益分析における便益（B）に計上している事業効果 

○ 貨幣換算する手法が確立されていないものの、事業により得られる効果の例 

投資効果 
●農地の区画拡大により作業効率が向上し、営農経費が軽減される。 
●農地の排水対策などにより作物の単収増や品質向上が図られ、生産額が増加する。 

B/C B/Cの代表的な分析指標 

社会的割引率 当初 前回 今回 
総便益の現在価値 (B) 59.1 億円 

4% 1.23 － 1.05 

2%（参考値） － － － 
総費用（事業費＋維持管理費）の現在価値 (C) 56.0 億円 

1%（参考値） － － － 

●コスト縮減・○代替案等の可能性 

●整地工において、山形県が実施した鬼面川河川災害復旧工事で発生した残土等を基盤盛土材として有効利用し、コスト縮

減を図った。 

○事業の目的を達成するには、区画整理工以外の工法はなく、当該農地整備事業以外の代替案はない。 

当初又は前回評価時より事業費・事業期間が増減する理由（計画どおりの場合は空欄） 

・整地工の軟弱地盤対策等により、事業費が増額となった。 
・令和４年８月に発生した大雨災害の復旧に伴う技術者の不足により、令和５年度実施の地下かんがい工事が入札不調とな

り、本工事が実施できなかったため、事業期間を延長して実施したい。 
 

評価区分 A 
評価の 
理由 

事業の重要性、地域の要望・協力等を総合的に判断し、継続が妥当と判断した。 
 

Ｒ7 更新版 
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【農地整備事業】 大塚西部1期地区
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【農地整備事業】 大塚西部1期地区 事業の実施状況
お お つ か せ い ぶ
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【農地整備事業】 大塚西部1期地区 今後の事業の見通し
お お つ か せ い ぶ

25-3
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【農地整備事業】 大塚西部1期地区 事業の効果
お お つ か せ い ぶ
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【農地整備事業】 大塚西部1期地区 事業費が増となる主な理由
お お つ か せ い ぶ

25-5

●地区の広範囲にわたり、軟弱な土層が分布しており、
切土による基盤整地が困難なため、他事業の掘削残土等
で盛土を行った。

泥炭状況写真

切盛土イメージ図

表 土

表 土

基盤土

基盤土

基盤土（河川工事残土）

表 土

軟弱層

軟弱層

基盤土

基盤土
軟弱層

軟弱層

整地切土面

当初

変更後



【農地整備事業】 大塚西部1期地区 目標年度より延長となる理由
お お つ か せ い ぶ

当初計画と変更後(実績)工程の対比

事業期間について、当初計画では令和

７年度事業完了としていたが、令和４年８

月に発生した大雨災害の復旧に伴う技術

者の不足により、令和５年度地下かんが

い工事の発注が入札不調（２回）となった

ため、令和８年度まで延長して実施したい。

25-6

◆年度別入札不調発生状況

年度 R2 R3 R4 R5 R6

公告数 65 55 43 51 40

入札数 59 48 37 40 40

不　調 6 7 6 11 0

割　合 9.2% 12.7% 14.0% 21.6% 0%

［出典：農林水産部農村整備課 参考資料］

置賜地域の農業農村整備工事



●農地の区画拡大や道路、用排水路の整備を行うことにより、次の効果が期待できる。

【農地整備事業】 大塚西部1期地区 B/Cについて
お お つ か せ い ぶ

25-7

◇効果項目
（１）食料の安定供給の確保に関する効果

①作物生産効果
作物の単収増加や品質が向上し生産額が増加する効果

②営農経費節減効果
作業効率が向上し営農経費（労働費、機械経費、材料
費）が軽減される効果

③維持管理費節減効果
⽤排⽔路等の土砂上げ、草刈りなどの日常の
維持管理が軽減される効果

（２）農業の持続的発展に関する効果
○耕作放棄地防止効果

耕作放棄の発生が防止され作物の生産等が
維持される効果

（３）その他の効果
○国産農産物安定供給効果

作物の生産量の増加や品質の向上により国
産農産物の供給が安定し国⺠が安心感を得
られる効果

整備前（小区画）

整備後（大区画）

えだまめ きゅうり

整備前（道水路） 整備後（道水路）



項 目

年効果額（千円）

備 考
当初（H27） 今回（R4） 増減

年効果額計 211,361 237,955 26,594

作物生産効果 112,195 115,717 3,522
作物毎の単価、単収をＲ４の数値で
再算定

営農経費節減効果 88,857 114,657 25,800
大区画面積割合の増加、労働単価を
Ｒ４の数値で再算定

維持管理費節減効果 △ 5,467 △ 10,231 △ 4,764 開排水路延長の増加（宅地周り等）

耕作放棄防止効果 29 31 2
作物毎の単価、単収をＲ４の数値で
再算定

災害防止効果 － － －

国産物安定供給効果 15,747 17,781 2,034
作物毎の単価、単収をＲ４の数値で
再算定

①総便益額 3,941,357 5,908,322 1,966,965
年効果額を社会的割引率を考慮して

（工期+40）年分積上げた額

②総費用 3,181,877 5,595,622 2,413,745
当該事業及び関連事業の整備・更新

費用を社会的割引率を考慮して（工
期+40）年分積上げた額

総費用総便益比 ①/② 1.23 1.05 △0.18

【農地整備事業】 大塚西部1期地区 B/Cについて
お お つ か せ い ぶ

25-8



【農地整備事業】 大塚西部1期地区 地域の変化 農地の集積・集約化の状況
お お つ か せ い ぶ

25-9

着手前（H27末） 事業中（R6末）

○農地の集積とは、
担い⼿が「所有」、「借⼊」等により利⽤する農地⾯積を拡⼤すること

○農地の集約化とは、
担い⼿が連続して作業可能な１ha以上の農地にまとめること

着⼿前
○集 積 率 ︓60.7％
○集約化率︓31.0％
（薄緑︓個別小規模農家）

R6末
○集 積 率 ︓82.8％
○集約化率︓91.5％
（薄緑︓個別小規模農家）



事業中評価チェックリスト 

    番号 26 
 

事業名 農村地域防災減災事業 
路線･河川 

・地区等名 
大江
お お え

三郷
さ ん ご う

 施行場所 西村山郡
にしむらやまぐん

大江町
お お え ま ち

大字
おおあざ

三郷
さ ん ご う

 

評価該当 

基準 

事業採択後 10 年間を経過した時点で継続中の事業 

(山形県農林水産部公共事業評価実施要領４（１）－イ（イ） 
実施主体 山形県 

採択 
年度 

事業期間 全体事業費（進捗度％） 事業延長等 
（供用延長等） 

ため池改修 2 カ所 
（ため池改修 1 カ所） 当初 前回 今回 当初 今回 

H28 年 

８年 － 12 年 6.4 億円  13.8 億円 (73.2%） 
事業概要 
（主要工事 

内容） 

ため池改修 2 箇所 
・伏熊ため池 1 式 
・前田ため池 1 式 

（目標年度） 前回 
 

工事費 12.7 億円 (73.8%） 

(Ｒ５) － (Ｒ９) －億円 
用地・補償費 0.1 億円 (64.9%） 

 測試費等 1.0 億円 (79.7%） 
 

事業の目的（地域性・特質性） 
・本地区は、大江町南部の山間部に伏熊ため池及び前田ため池が位置し、地域の重要な用水源となっている。本事業によ
り、両ため池の改修整備を行うものである。 
・耐震対策が必要なため池堤体や排水能力が不足している洪水吐、老朽化が進行し施設機能維持が困難となっている取
水施設の整備により、災害の未然防止を図るものである。 

事業の実施状況 
・事業全体の進捗率は 73.2％で、うち伏熊ため池 97.3％、前田ため池 47.9％の進捗率となっている。 

上位計画、その他事業との関係（各上位計画で定めている項目を表すコード） 
・第４次山形県総合発展計画（R7～R11） → （政策の柱４）県民が安全・安心を実感し、総活躍できる社会づくり 
                             （政策１）大規模災害への対応など危機管理機能の充実強化 
                             （施策１）災害に強い強靭な県土づくり 

今後の事業の見通し 
・令和 7 年度：前田ため池：堤体工、洪水吐工  伏熊ため池：取水施設工（完了）、湛水試験 
・令和 8 年度：前田ため池：堤体工、取水施設工 
・令和 9 年度：前田ため池：取水施設工、湛水試験 

事業を巡る社会経済情勢等の変化 
① 国、県の政策や

計画の転換等 
平成 30 年 7 月西日本豪雨において、農業用ため池の決壊により人的被害を含む甚大な被害が発生
したことを踏まえて、「農業用ため池の管理及び保全に関する法律（令和元年 7 月 1 日施行）」が制定
され、ため池の適正な管理及び保全が義務付けられた。また、伏熊・前田の両ため池については令和
元年 6 月 11 日に防災重点農業用ため池に指定されている。 

② 財政状況の変化  「防災・減災、国土強靭化 5 か年加速化対策」の推進や、「防災重点農業用ため池に係る防災工事
等の推進に関する特別措置法（令和 2 年 10 月 1 日施行）」の制定により、ため池の防災工事を集中
的かつ計画的に推進するため、財政上の措置及び地方債への特別な配慮がなされている。 

③ 事業実施地域の
周辺環境の変化 

周辺環境に大きな変化は見られない。 

④ 地元の協力体制 
の変化 

施設管理者である大江町（伏熊ため池）、大江町土地改良区（前田ため池）を中心とした地元の維持
管理体制に変化はない。 

⑤ 利用者見込み者
数の大幅な変化 

特になし 

⑥ 代替方策による
必要性の変化 

特になし 

⑦ その他 特になし 

事業の投資効果 

 

（凡例）● 貨幣換算し、費用便益分析における便益（B）に計上している事業効果 

○ 貨幣換算する手法が確立されていないものの、事業により得られる効果の例 

投資効果 
●施設の改修整備により、洪水等の災害の発生に伴う農作物・農地等の被害が防止又は軽減される。 
●施設の改修整備により、機能低下の著しい施設の機能維持に必要な経費が節減される。 

B/C B/Cの代表的な分析指標 

社会的割引率 当初 前回 今回 
総便益の現在価値 (B) 56.0 億円 

4% 4.02 － 3.20 

2%（参考値）    
総費用（事業費＋維持管理費）の現在価値 (C) 17.5 億円 

1%（参考値）    

●コスト縮減・○代替案等の可能性 
○工法選定並びに設計にあたり、地形地質等の現場条件や材料・工法の比較設計を行い、最も合理的かつ経済性に優れ
たものを採用しており、代替案はない。 

当初又は前回評価時より事業費・事業期間が増減する理由（計画どおりの場合は空欄） 

・堤体の設計変更（伏熊ため池）による切盛り土量の増加により工事費が増額となった。 
・工事用道路、底樋のルート変更（前田ため池）により工法・設計の検討が新たに必要となり、事業期間が増加した。 
 

評価区分 Ａ 
評価の 
理由 

 事業の重要性、地域の要望・協力等を総合的に判断し、継続が妥当と判断した。 
 

Ｒ7 更新版 
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事業中評価チェックリスト 

    番号 ２７ 
 

事業名 林道事業 
路線･河川 

・地区等名 
沢口
さわぐち

道
どう

海
かい

線
せん

 施行場所 西村山郡
にしむらやまぐん

大江町
お お え ま ち

大字
おおあざ

柳川
やながわ

 地内 

評価該当 

基準 

事業採択後 10 年間を経過した時点で継続中の事業 

（山形県農林水産部公共事業評価実施要領４(１)イ（イ）） 
実施主体 山形県 

採択 
年度 

事業期間 全体事業費（進捗度％） 事業延長等 
（供用延長等） 

9,300m 
（2,438m） 当初 前回 今回 当初 今回 

H28 

10 年 － 15 年 9.3 億円 
 

14.8 億円 (26.2%） 
事業概要 

（主要工事 
内容） 

林道開設 L=9.3km 
W＝4.0ｍ 

 

（目標年度） 前回 
 

工事費 13.0 億円 (24.3%） 

（R7) (－) (R12) 億円 
用地・補償費 0 億円 (‐%） 

 測試費等 1.8 億円 (33.8%） 
 

事業の目的（地域性・特質性） 
・計画的な除間伐等の森林施業及び効率的な木材搬出を行い、健全な森林を維持することにより森林の持つ公益的機能を高めると

同時に林業の振興を図る。 
事業の実施状況 
・平成 28 年度に全体計画調査実施後、開設工事に着手している。 
・令和６年度まで事業費 26.2％を実施済み。 

上位計画、その他事業との関係（各上位計画で定めている項目を表すコード） 
・森林・林業基本計画(R3.6.15 閣議決定)：(第３)森林及び林業に関し政府が総合的かつ計画的に講ずるべき施策 

(１)森林の有する多面的機能の発揮に関する施策 (６)路網整備の推進により望ましい林道延長の目安を明示 
・第４次山形県総合発展計画：(政策の柱２)競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化 

(後期 令和 7～11 年度) （政策３）「やまがた森林ノミクス」の加速化＜林業の生産性の向上＞ 
・第３次山形県森林整備長期計画：（Ⅲやまがた森林ノミクスの取組の成果と課題） 

(令和３～12 年度)  (施策２)川上における成果と課題 (３)県産木材の安定供給 

今後の事業の見通し 
・終点側共有地の同意取得に時間を要していたが、地権者から同意が得られたため、起点側からの工事に加え終点側からの工事
を再開する。 
 

事業を巡る社会経済情勢等の変化 
① 国、県の政策や 

計画の転換等 
森林整備は、国土･自然環境保全、地球温暖化防止、循環型社会の構築などに資する事業であることから、
政策や計画の転換はない。 

② 財政状況の変化 
 

当地区は山村振興法に基づき指定された振興山村地域であることから、財政上の支援及び地方債の配慮
がなされている。 

③ 事業実施地域の 
周辺環境の変化 

特になし 

④ 地元の協力体制の
変化 

特になし。 

⑤ 利用者見込み者数
の大幅な変化 

特になし。 

⑥ 代替方策による 
必要性の変化 

特になし。 

⑦ その他 特になし。 

事業の投資効果 

 

（凡例）● 貨幣換算し、費用便益分析における便益（B）に計上している事業効果 

○ 貨幣換算する手法が確立されていないものの、事業により得られる効果の例 

投資効果 
●林道の開設により、造林作業員の移動時間の短縮や資材運搬経費の縮減が図られ、森林整備が促進される。 

●林道の開設により、木材の搬出経費の縮減が図られ、木材利用が増進される。 

B/C B/Cの代表的な分析指標 

社会的割引率 当初 前回 今回 
総便益の現在価値 (B) 16.0 億円 

4% 1.93  1.21 

2%（参考値）   1.41 
総費用（事業費＋維持管理費）の現在価値 (C) 13.3 億円 

1%（参考値）   1.54 

●コスト縮減・○代替案等の可能性 
●経済比較に基づく工法採用や材料選定を実施し、コスト縮減に努めている。 
○林況や地形地質等を考慮し、最も合理的かつ経済性に優れたものを採用しており代替案はない。 

当初又は前回評価時より事業費・事業期間が増減する理由（計画どおりの場合は空欄） 
・起点側の工事区間で発生した切土法面崩壊の対策工事により、事業費が増加し事業期間が延長となった。 

・終点側共有地の同意取得に期間を要したため、事業期間が延長となった。 

・材料費、労務費等を含む工事原価の上昇や、諸経費の増大により事業費が増加した。 
 

評価区分 継続Ａ 
評価の 
理由 

事業の重要性、地域の要望・協力等を総合的に判断し、継続が妥当と

判断した。  

Ｒ7 更新版 
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【林道事業】 沢口道海線

位置図

さ わ ぐ ち ど う か い せ ん

事業箇所

（大江町）

至 西川町

至 山形市

主要地方道大江西川線 路線計画図

BP

EP

町道
沢口勝生線

総延長
L=9,300m

開設区間
L=7,175m

改良区間
（大瀬川左岸線）

L=2,125m
W=3.5m

完成区間
（H28～R6）

L=1,318m

完成区間
（H30）

L=1,120m

路 線 名

林道区分

位　　置

沢口道海線

森林管理道

大江町柳川他

同意取得に
時間を要した

共有地

法面崩壊
した箇所

1

開設：新たに林道を作ること

改良：既存の林道を拡幅等を行うこと
計画区間

利用区域

既設区間

凡例

完成区間

２７－１



計画平面図

【林道事業】 沢口道海線
さ わ ぐ ち ど う か い せ ん

至 西川町

至 山形市

主要地方道大江西川線 路線計画図

BP

EP

R7開設工事
L=82m

2

R8予定
（開設）
L=600m

R7開設・
改良工事
L=800m

完成区間
L=1,120m

完成区間
L=1,318m

全体計画 （H28～R12）
L=9,300m

R9予定
（開設）
L=600m

R10予定
（開設）
L=600m

R11予定
（開設）
L=600m

R12予定
（開設）
L=600m

R10予定
（開設）
L=600m

R9予定
（開設）
L=600m

R8予定
（開設）
L=600m

R11予定
（改良）
L=550m

R12予定
（開設）
L=50m

利用区域

凡例

既設区間

計画区間

R7計画区間

完成区間

２７－２



現況写真

【林道事業】 沢口道海線
さ わ ぐ ち ど う か い せ ん

3

２７－３



現況写真

【林道事業】 沢口道海線
さ わ ぐ ち ど う か い せ ん

H30完成状況（起点） R元年完成状況 R２年完成状況

R３年完成状況 R５年完成状況R４年完成状況

4
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現況写真

【林道事業】 沢口道海線
さ わ ぐ ち ど う か い せ ん

林道開設による森林整備状況集材

伐採状況確認起点部：法面崩壊箇所

5

２７－５



令和７年度森林管理道沢口道海線開設工事（第２工区）：法面保護工

◎モルタル吹付工施
工範囲

◎：令和７年度施工箇所

ノンフレーム工法
令和６度施工済

◎かご工範囲

別紙３②

モルタル吹付工
実施済み

【林道事業】 沢口道海線

6

２７－６



令和７年度森林管理道沢口道海線開設工事（第２工区）：線形変更
別紙３③
【林道事業】 沢口道海線

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

起
点
側

終
点
側

変
更

起
点
側

終
点
側

当
初

詳細設計
林道開設

詳細設計 詳細設計 詳細設計 詳細設計

詳細設計 詳細設計 詳細設計 詳細設計

橋梁設計
橋梁設置

詳細設計
林道開設

詳細設計 詳細設計 詳細設計

詳細設計
林道改良

詳細設計

橋梁設計
橋梁設置

法面崩落

詳細設計
林道改良・開設

詳細設計

法面崩落対応期間

共有地の同意取得期間

詳細設計
林道開設

詳細設計

同意取得の影響期間

詳細設計

法面崩落対応の追加工事
による事業費の増加

林道開設
詳細設計

事業スケジュール

7

２７－７



事業中評価チェックリスト 

    番号 ２８ 
 

事業名 林道事業 
路線･河川 

・地区等名 
念
ねん

珠関
じゅせき

線
せん

 施行場所 鶴岡市

つるおかし

大字

おおあざ

早田

わさだ

字

あざ

山添

やまぞえ

 地内 

評価該当 

基準 

事業採択後 10 年間を経過した時点で継続中の事業 

（山形県農林水産部公共事業評価実施要領４(１)イ(イ)） 
実施主体 山形県 

採択 
年度 

事業期間 全体事業費（進捗度％） 事業延長等 
（供用延長等） 

10,780m 
（1,550m） 当初 前回 今回 当初 今回 

H28 

10 年 －年 15 年 9.9 億円 
 

14.5 億円 (31.4%） 
事業概要 

（主要工事 
内容） 

林道開設 
Ｌ＝10,780ｍ 
Ｗ＝4.0ｍ 

 

（目標年度） 前回 
 
工事費 12.0 億円 (30.5%） 

(R7) (－) (R12) 億円 
用地・補償費 0 億円 (‐%） 

 測試費等 2.5 億円 (36.2%） 
 

事業の目的（地域性・特質性） 
・計画的な除間伐等の森林施業及び効率的な木材搬出を行い、健全な森林を維持することにより森林の持つ公益的機能を高めると
同時に林業の振興を図る。 

事業の実施状況 
・平成 28 年度全体計画調査を実施し、開設工事に着手している。 
・令和６年度まで事業費 31.4％を実施済み。 

上位計画、その他事業との関係（各上位計画で定めている項目を表すコード） 
・森林・林業基本計画(R3.6.15 閣議決定)：(第３)森林及び林業に関し政府が総合的かつ計画的に講ずるべき施策 

(１)森林の有する多面的機能の発揮に関する施策 (６)路網整備の推進により望ましい林道延長の目安を明示 
・第４次山形県総合発展計画：(政策の柱２)競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化 

(後期 令和 7～11 年度) （政策３）「やまがた森林ノミクス」の加速化＜林業の生産性の向上＞ 
・第３次山形県森林整備長期計画：（Ⅲやまがた森林ノミクスの取組の成果と課題） 

(令和３～12 年度)  (施策２)川上における成果と課題 (３)県産木材の安定供給 

今後の事業の見通し 
・起点側の２級河川を渡河する橋梁工事を早期に実現し、２工区体制を確立し開設進度を高めていく。 

事業を巡る社会経済情勢等の変化 
① 国、県の政策や 

計画の転換等 
森林整備は国土・自然環境保全、地球温暖化防止、循環型社会の構築などに資する事業であり、政策や
計画の転換はない。 

② 財政状況の変化 
 

当地区は山村振興法に基づき指定された振興山村地域であることから、財政上の支援及び地方債の配慮
がなされている。 

③ 事業実施地域の 
周辺環境の変化 

念珠関線に接続する林道早田線、林道前沢線について、日沿道のトンネル工事による道路の付替が必要
であるが、当林道工事への影響はない。 

④ 地元の協力体制の
変化 

特になし。 

⑤ 利用者見込み者数
の大幅な変化 

特になし。 

⑥ 代替方策による 
必要性の変化 

特になし。 

⑦ その他 特になし。 

事業の投資効果 

 

（凡例）● 貨幣換算し、費用便益分析における便益（B）に計上している事業効果 

○ 貨幣換算する手法が確立されていないものの、事業により得られる効果の例 

投資効果 
●林道の開設により、造林作業員の移動時間の短縮や資材運搬経費の縮減が図られ、森林整備が促進される。 
●林道の開設により、木材の搬出経費の縮減が図られ木材利用が促進される。 

B/C B/Cの代表的な分析指標 

社会的割引率 当初 前回 今回 
総便益の現在価値 (B) 41.1 億円 

4% 6.55 － 3.07 

2%（参考値） － － 3.34 
総費用（事業費＋維持管理費）の現在価値 (C) 13.2 億円 

1%（参考値） － － 3.52 

●コスト縮減・○代替案等の可能性 
●経済比較に基づく工法採用や材料選定を実施し、コスト縮減に努めている。 

○林況や地形地質等を考慮し、最も合理的かつ経済性に優れた設計を採用しており代替案はない。 

当初又は前回評価時より事業費・事業期間が増減する理由（計画どおりの場合は空欄） 
・終点側一部区間の軟弱地盤への対応により事業費が増加し事業期間が延長となった。 

・材料費、労務費等を含む工事原価の上昇や、諸経費の増大により事業費が増加した。 
 

評価区分 継続Ａ 評価の理由 
事業の重要性、地域の要望・協力等を総合的に判断し、継続が妥当

と判断した。  

Ｒ7 更新版 
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【林道事業】 念珠関線

位置図

ね ん じ ゅ せ き せ ん

スライドサイズは「Ａ４」に
設定してください

事業箇所

（鶴岡市）

開設済み
L=1,550m(H28～R6)

1

２８－１



計画平面図

【林道事業】 念珠関線
ね ん じ ゅ せ き せ ん

全体計画 （H28～R7）
L=10,780m

R7 開設工事
L=780m

起点

終点

小国川

早田線

前沢線

戸の浦線

戸の浦２号線

大清水線

北山線 境川線

完成区間
L= 1,550m

2

R8予定
（改良+開設）

L=1,690m

R9予定
（改良+開設）

L=1,490m

R10予定
（開設）
L=800m

R11予定
（開設）
L=800m

R12予定
（開設）
L=800m

R9予定
（橋梁+改良）

L=200m

R10予定
（開設）
L=890m

R11予定
（開設）
L=890m

R12予定
（開設）
L=890m

開設：新たに林道を作ること

改良：既存の林道を拡幅等を行うこと

軟弱地盤区間

２８－２



空中写真

【林道事業】 念珠関線
ね ん じ ゅ せ き せ ん

全体計画 （H28～R7）
L=10,780m

Ｒ7 開設・改良工事
L=780m

起点

終点

小国川

完成区間
L= 1,550m

早田線

前沢線

戸の浦線

戸の浦２号線

北山線 境川線

大清水線

3

２８－３



林道早田線
取込

R7
終点

現況写真

【林道事業】 念珠関線
・ ・ ・ ・ ・ね ん じ ゅ せ き せ ん

R7
起点

R7工事区間
見下ろし写真

（R7.４月撮影）

林道前沢線
終点

林道戸の浦線
取込

２８－４



現況写真

【林道事業】 念珠関線
・ ・ ・ ・ ・ね ん じ ゅ せ き せ ん

Ｒ7工事区間 L =780ｍ

既開設区間 ΣL=1,550ｍ

5

２８－５



現況写真

【林道事業】 念珠関線
・ ・ ・ ・ ・ね ん じ ゅ せ き せ ん

起点 （県道３４８号に接続）

小国川 橋梁架設

起点部

6

２８－６



現況写真

【林道事業】 念珠関線
・ ・ ・ ・ ・ね ん じ ゅ せ き せ ん

既完成区間

H28完成 H29完成

R3完成 R4完成 R6完成

H30～R2完成

R5完成

7

軟弱地盤区間 軟弱地盤区間

２８－７



現況写真

【林道事業】 念珠関線
・ ・ ・ ・ ・ね ん じ ゅ せ き せ ん

木材搬出状況

（R7.５月撮影）

8

２８－８



【林道事業】 念珠関線
ね ん じ ゅ せ き せ ん

9

事業スケジュール
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

起
点
側

終
点
側

起
点
側

終
点
側

当
初

変
更

詳細設計
林道開設

詳細設計 詳細設計 詳細設計

林道改良・開設
詳細設計 詳細設計 詳細設計 詳細設計

橋梁設計
橋梁設置

詳細設計
林道開設

橋梁設計
橋梁設置

橋梁設計
橋梁設置

詳細設計

軟弱地盤の対応期間

詳細設計
林道開設

橋梁設計
橋梁設置

軟弱地盤への対応

林道開設・改良
詳細設計 詳細設計 詳細設計 詳細設計 詳細設計

２８－９




